
 ６１年間の育成会の歴史。今となっては、お名前

もお顔も存じ上げない多くの方々が、我が子、そし

て、後に続く子どもたちのために集い、思いを語り

合い、声を上げて、懸命に努力を重ねて来られた。

そういうそれぞれの時代時代があればこその、昨今

の障がいのある人に関する福祉や教育、就労などの

充実なのだと、改めて敬意と感謝の気持ちを強くし

ました。 

  

 中国のことわざに、「水を飲むときに、井戸を

掘った人のことを忘れない。」（「飲水思源」）と

いう言葉があります。１９７２年の日本と中国が国

交を結んだ際に、訪中した当時の田中角栄総理大臣

に周恩来首相が言ったことばです。 

 育成会も障がいのある人の福祉や教育、就労など

も、結成当時から連綿と続く多くの方々のご努力が

あったから、今がある。このことを、育成会の会員

の方々だけでなく、育成会で仕事をする私たちも、

強く胸に刻んでおく必要があると思ったところで

す。 

（写真は熊本市手をつなぐ育成会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより） 

 熊本市手をつなぐ育成会の結成は、昭和３１年

で、私もちょうど３１年生まれなので、自分の年齢

がそのまま市の育成会の歴史でもあります。そうい

う時代にすでに育成会があり、活動されていたこと

に驚きを覚えます。 

 

 ここしばらく、事務局のホームページを更新する

作業をしていて、育成会の歴史（沿革）のページ

に、その時代時代の写真があれば載せようと、事務

局や第二ぎんなん作業所などにある古いアルバムを

見せてもらいました。その中に、昭和３７年に熊本

市で開催された「九州地区精神薄弱者育成会第１回

連絡協議会」の写真アルバムもありました。 

 この時代は、障がいのある人に関する福祉も就労

も教育も、今と比べるとないないづくしの時代だっ

たであろうことは容易に想像できます。大会宣言に

は、「学校教育においては養護学校、特殊学級に就

学するもの、その実数の３％」とありました。熊本

県も、肢体不自由の児童を対象に松橋養護学校が開

校したのが昭和４０年なので、３７年当時にはまだ

養護学校は１校もなく、「就学猶予」の名の下に安

易に教育から切り捨てられていた時代でした。 

 その八方ふさがりの状況を少しでも変えようと、

熊本で初めての九州大会を開催し、九州各県から集

まられた親さんや教師、関係者などにより、熱い議

論が交わされたものと思います。 

 

 

施設長より 

 招待券をいただき、6年ぶりの熊本

公演を、利用者さん、職員で観覧しま

した。奇跡のホワイトライオンの猛獣

ショー、地上13㍍の高さで繰り広げら

れる空中ブランコショー、ラオスから

やってきた象さんのショーなど、ハラ

ハラドキドキの時間を楽しむことがで

きました。 



    11月のお誕生日 

 

  前渕 新栄さん（19日） 

 

  有山 峰子さん（28日） 

 朝晩、めっきり寒くなりました。 

しょうぶの里の裏山の紅葉も日に日

に色濃くなっています。 

 先日、しょうぶの里の畑でとれた

さつま芋の大きいこと！給食で出て

くるのが楽しみです＼(^o^)／ 
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               ☆11月のイベントメニュー☆ 

         

11月7日 誕生会  

11月9日 リクエストメニュー 

      天丼 キャロットラペ  

      コーンスープ ぜんざい 

11月17日 リクエストメニュー 

      麦ごはん みそカツ 南瓜サラダ 

      卵豆腐のすまし汁 

11月22日 手作りおやつ 

11月28日 パンバイキング 

  11月15日（水）午後より、しょうぶの里におい

て、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの予防接種を実施しました。 

 昨年はたくさんの利用者さんがインフルエンザ

にかかりました。今年は昨年の免疫が残っている

と思いますが、毎日、栄養のバランスのとれた食

事をし、手洗い、うがいを徹底して、予防に努め

たいと思います。 

しょうぶの里の全入所者、全職員接種できました。 

               看護師 齊藤 展 

  しょうぶの里の畑では、 

  梅雨前に植えたさつま芋がたくさん収穫できました！ 

  芋ごはん、ふかし芋などこれからのメニューに 

  使っていきたいと考えています。 

                管理栄養士 米村 

給食室より 医務室より 

職員紹介 
 「あっ」という間にも感じますが、 

入職してからもう４年以上たちまし 

 た。この４年間にいろいろなことが 

   ありましたが、いつも利用者に寄 

   り添い、同伴して歩んできた道だ 

   と思います。近年だと、地震や 

   大雨がありました。その時も 

   でき得る限り側にいて支援でき 

   ました。 

  あまり大仰なことは言えませんが、 

 これからの道も利用者の皆さんと歩ん 

でいきたいと思います。  

         支援員 霍本 耕史 

       里での仕事、17年目に 

       入りました。 

       素晴らし四季を見せ 

       てくれる里が大好き 

       です。 

       これからも皆さん 

       に楽しみにしていた 

       だける食事を提供で 

       きればと思っています。 

 

       調理員 馬場穂奈美 

      しょうぶの里で仕事をする 

      ようになって12年、あっと 

      いう間の12年でした。 

      直接、支援の仕事に携わ 

      りませんけど、利用者の 

      皆さんは温かく接してく 

      ださり、一人一人の個性 

      があってとても癒されま 

     す。「体、大丈夫?無理しな 

    いでよ」と声をかけてもらい、 

本当に感謝の気持ちでいっぱいになります。

あと少し、里で頑張りたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

          介助員 上野 悦子 

「おしま祭」にお邪魔しました！ 

 11月11日（土）、小島小学校にて開催さ

れた≪おしま祭≫にお邪魔しました!以前か

ら小島小の児童さんとは音楽交流会などで

交流があり、今年は学習発表会でしょうぶ

の里のことを紹介していただきました。共

同で制作した絵も体育館の壁に展示してあ

りました。今年は体育館入口にしょうぶの

里のグッズ販売コーナーも作っていただき

ました。 

食バザーのカレーライスや

から揚げもおいしかったで

す！ 
北岡 太士さん 

(きたおかふとし) 

昭和36年生まれの 

56歳です。11月よ

り入所されました。

よろしくお願いし

ます。 






